
 - 1 -

 

 

 

 

南海電鉄（社長：遠北 光彦）では、ブランドスローガン「愛が、多すぎる。」を掲げて当社エリア

および当社グループのブランドイメージ向上を図るプロモーションを展開しています。 

このたび同プロモーションの一環として、「南海電鉄が大好き」と自負する女性限定イベントを平

成２８年８月６日（土）に開催します。同イベントでは、鉄道タレント・斉藤雪乃さんをゲストに迎

え、南海電鉄についてさらに深く知っていただく「千代田工場見学会」と、参加者の中から選抜メン

バーで南海電鉄について熱く語っていただく座談会「ＮＡＮＫＡＩ鉄子の部屋」を実施します。通常

見られない車両整備工場の裏側を見学し、電車トークに花が咲く“鉄子”イベントに、ぜひご応募く

ださい。 

また併せて、同プロモーションの

ポスターやＷＥＢサイトで使用し

ているキャラクターの名前も募集

します。愛嬌たっぷりに同プロモー

ションを盛り上げるキャラクター

にぴったりな名前をお考えくださ

い。 

詳細は以下のとおりです。 

 

 

１．千代田工場見学会＆座談会「ＮＡＮＫＡＩ鉄子の部屋」について 

（１）内 容  鉄道タレント・斉藤雪乃さんをゲストに迎え、南海電鉄の聖地（！？）で

ある「千代田工場」で車両整備工場の裏側を見学いただきます。 

見学会後、参加者の中から選抜メンバーの皆さん（３～５人）と斉藤雪乃

さんで「サイコロ鉄道トーク」など、南海電鉄について思い思いに語って

いただきます（選抜メンバー以外の方は座談会の見学となります）。さらに、

座談会中に南海沿線のスイーツもお楽しみいただきます。 
 

（２）イベント実施日  平成２８年８月６日（土） 
 

（３）募集期間  平成２８年５月３０日（月）から６月３０日（木）まで 
 

（４）募集人数  ２０～３０人程度（女性限定） 
 

平成２８年５月３０日 

南海電気鉄道株式会社 

南海愛が、多すぎる“鉄子”（男性の皆さんごめんなさい）を大募集！！ 

千代田工場見学会＆座談会を開催します 
 

「愛が、多すぎる。」キャラクターの名前も募集します 
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（５）参加料金  無料 ※交通費は各自負担となります。 

 

（６）応募条件  ◆鉄道が好きな女性。（南海好きな方、大歓迎！） 

◆千代田工場見学会及び座談会「ＮＡＮＫＡＩ鉄子の部屋」当日の写真や

会話内容を南海電鉄のＷＥＢサイトなどで紹介することに同意いただけ

る方。 
※当日の様子は、後日「愛が、多すぎる。」ＷＥＢサイト（http://www.ai-nankai.com/） 

で紹介します。 

◆平成２８年７月中に実施する当社に関するグループヒアリングにご協力

いただける方。 
※各グループ５～６人で１時間～１時間３０分程度を予定しています。 
※ヒアリング実施日については電話でご案内します。 

          ◆今後、ＳＮＳで当社に関する情報発信にご協力いただける方。 
 

（７）応募方法  「愛が、多すぎる。」ＷＥＢサイト（http://www.ai-nankai.com/）内の応

募フォームからご応募ください。 
 

（８）そ の 他  ◆当選のご案内は７月初旬に電話でご連絡します。 
※当選者のみにご連絡します。 

◆お預かりする個人情報は、南海電鉄及び広告代理店（アサツーディ・ケ

イ）で管理し、同キャンペーンに関してのみ使用します。 

 

２．「愛が、多すぎる。」キャラクターの名前募集について 

（１）キャラクターについて 

旅をしながら、南海沿線にまつわる“愛”を探すため、 

色々な駅・沿線に出没します。のんびり屋で、電車内で 

寝てしまい、乗り過ごしてしまうことも…。 
◆性別：オス   ◆趣味：一羽旅。最近、写真にハマっている。 

◆性格：マイペース。おっちょこちょいが、たまにキズ。 

◆チャームポイント：南海電鉄のロゴの形をした尾羽 

◆好きなもの：お祭りと各駅停車 
 

（２）募集期間  平成２８年５月３０日（月）～６月３０日（木） 

 

（３）応募方法  「愛が、多すぎる。」ＷＥＢサイト（http://www.ai-nankai.com/）内の 

応募フォームからご応募ください。 

 

（４）名前発表  平成２８年７月上旬に「愛が、多すぎる。」ＷＥＢサイト上で発表します。 

 

（５）賞  品  名称の採用者に記念品をお送りします。 
※採用名に複数応募があった場合、最大５人（抽選）にお送りします。 

 

３．お客さまのお問合せ先 

南海電鉄 営業部「愛が、多すぎる。」事務局 

ＴＥＬ：０６－６６４４－７１５５（平日 ９：００～１７：００） 

 

「愛が、多すぎる。」キャラクター 

以 上 


